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平成 29年 10月 27日 

各  位 

 

                   会社名  元 気 寿 司 株 式 会 社 

                   代表者名 代表取締役社長  法師人 尚史 

                   （コード番号 ９８２８ 東証１部） 

                   問合せ先 経理部長      齋藤 義範 

                        （ ＴＥＬ 028－632－5711 ） 

 

第２四半期（累計）業績予想との差異、通期業績予想の修正 

及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 29年５月 10日に公表した平成 30年３月期第２四半期（累計）業績予想と本日発表の実

績に差異が発生いたしましたので、その概要をお知らせするとともに、平成 30年３月期の通期

の業績予想を修正及び特別損失の発生について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期（累計）業績予想との差異（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日） 

（１）平成 30年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値との差異 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 19,880 440 450 320 36 25 

今 回 実 績（Ｂ） 20,232 945 955 553 62 71 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 352 505 505 233  

増 減 率（％） 1.8 114.9 112.3 73.0  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29年３月期第２四半期） 
16,804 498 364 142 16 16 

 

（２）平成 30年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値との差異 

 売 上 高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 17,490 430 320 36 25 

今 回 実 績（Ｂ） 17,867 873 536 60 78 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 377 443 216  

増 減 率（％） 2.2 103.2 67.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29年３月期第２四半期） 
15,228 351 127 14 44 
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（３）差異の理由（連結・個別） 

 第２四半期（累計）の業績につきましては、既存店の売上高が堅調に推移したこと、生

産性向上の取り組みにより想定していた売上原価率を下回ったこと、労働力不足により適

正人件費率を下回ったこと等により、営業利益、経常利益が予想を大幅に上回りました。 

また、子会社株式売却益を特別利益に計上した一方、下記「３．特別損失の発生及びそ

の内容（連結）」のとおり、減損損失を計上したこと等により、親会社株主に帰属する四半

期純利益及び四半期純利益についても予想を上回りました。 

 

２．通期業績予想の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

（１）平成 30年３月期通期連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 39,470 1,110 1,130 600 67 96 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 39,860 1,370 1,380 700 79 29 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 390 260 250 100  

増 減 率（％） 1.0 23.4 22.1 16.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 29年３月期） 
34,936 1,106 1,033 440 49 85 

 

（２）平成 30年３月期通期個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 35,130 1,040 630 71 36 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 35,550 1,240 640 72 49 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 420 200 10  

増 減 率（％） 1.2 19.2 1.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 29年３月期） 
31,792 1,132 516 58 56 

 

（３）業績予想修正の理由（連結・個別） 

 通期の業績予想につきましては、第２四半期（累計）の業績を踏まえつつ、今後、原材

料価格、人件費の増加等を勘案した結果、上記の見通しとなりました。 

 

３．特別損失の発生及びその内容（連結） 

「固定資産の減損損失に係る会計基準」に基づき、営業活動から生じる損益が継続して

マイナスの店舗で今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び退店予定の店舗等を、

減損損失として１億７千５百万円（連結）を特別損失に計上することとなりました。 

※ 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


